
座長 演題 演者

一般講演 1 立体テレビ鑑賞とVDT作業にみられる視機能の動向 岩崎常人1)、秋谷　忍1)、栗本晋二2)、野呂影勇3)

1)産業医科大学眼科、2)山口大学医学部眼科、
3)早稲田大学人間科学部

2 VDT作業における作業者の年齢による瞬目数の変化 西川一代1)、明石行生1)、戸上英憲2)、山本　栄3)

1)松下電器産業㈱照明研究所、2)産業医科大学、3)獨協大学

3 VDT作業による眼精疲労に対するSF-Gの効果 伊藤　忍1)、栗本晋二1)、岩崎常人2)

1)山口大学医学部眼科、2)産業医科大学眼科

4 眼の疲労測定装置の改良 永井　久1)、八田章光1)、板谷良平1)、三谷公二2)、油利正昭3)

1)京都大学工学部電子工学、2)NHK技術研究所、3)松下電器産業㈱

5 変視を伴う丌等像視に対する検査の試み 郡司久人、秋本直子、内川くみ子、牧田紀子、環　龍太郎
日本航空運行乗員健康管理部眼科

6 点滅光の見え方の基礎実験 馬場紘彦、藤井　修、藤木正信、山下　進
久留米工業大学

7 灯浮標(灯火ブイ)の見え方について 橋本　進1)、友永正昭2)、中嶋芳雄3)

1)東京商船大学、2)東京医科大学眼科、3)聖マリアンナ医科大学

8 街路(防犯)照明の所要レベルと照明施設の実態 井上　猛、武内徹二
松下電器産業㈱照明研究所

9 全照度レベルで目立つ安全服の設計 芦澤昌子1)、池田光男2)

1)青葉学園短期大学、2)東京工業大学総合理工

10 高齢者ドライバーの視環境とカラーネーミング 中嶋芳雄
聖マリアンナ医科大学

11 自動車におけるヘッドアップディスプレイの 岡林　繁、坂田雅男、深野純一
　表示視認性と安全について 日産自動車㈱電子研究所第1研究室

12 奥行き方向の動体視力と静止視力の相関 森　峰生、井口達夫、石川和夫、畑田豊彦
東京工芸大学工学部写真工学科

13 事象関連電位に及ぼすアルコールの影響について(信号機刺激) 藤島　浩、上原政雄、真島行彦、小口芳久
慶應義塾大学医学部眼科

14 事象関連電位に及ぼすアルコールの影響について(立体視力刺激)小口芳久、上原政雄、藤島　浩、真島行彦
慶應義塾大学医学部眼科

15 仮性同色表による検査法の検討 深見嘉一郎
福井医科大学眼科

16 HOYA RETINEXレンズと視覚 岡部高雄、環　龍太郎、北原健二、松崎　浩
　-色識別能におよぼす影響について- 東京慈恵会医科大学眼科

17 白内障術前術後の色覚の変化について 萩原　早、浅野美佐子、中川眞由美、浜野　薫、太田安雄
東京医科大学眼科

招待講演 労働衛生面における視覚負担評価 入谷辰男
トヨタ自動車㈱産業医

一般講演 18 西尾市民病院における9年間の眼外傷について 松崎園子
西尾市民病院眼科

19 外傷による失明眼の検討 太田誠一郎、千葉桂三
獨協医科大学眼科

20 シートベルト着用の義務化とフロントガラスによる 窪田靖夫
　穿孔性眼外傷の推移 富山医科薬科大学医学部眼科

21 突然開いたドアによる交通外傷2例 浜崎健太、戸塚伸吉、高橋春男、稲富　誠、深道義尚
昭和大学医学部眼科

22 走行中に起ったドアミラー破片による眼外傷の1例 正岡桂樹1)、三村松夫1)、森脇康栄2)、野近裕美子2)、高橋春男2)

1)御代田中央記念病院眼科、2)昭和大学医学部眼科

23 学校スポーツにおける眼外傷例の検討 木村肇二郎1)、日向満津男2)

　-特にサッカー眼外傷について- 1)慶應義塾大学医学部眼科、2)日本体育学校健康センター

24 エアソフトガンによる眼外傷例の検討 山田昌和、真島行彦、木村肇二郎
慶應義塾大学医学部眼科

25 ゴルフボール眼外傷による脈絡膜破裂および 佐野由枝1)、粟屋　忍1)、矢ヶ崎悌司2)

　続発性緑内障をきたした1症例 1)名古屋大学医学部眼科、2)岐阜県立多治見病院眼科

26 眼瞼裂傷(外傷性眼瞼下垂)について 石川克也、鈴木恒子、横山公章、河井克仁
埼玉医科大学総合医療センター眼科

27 炭塵爆発による前房内異物 前田春実1)、水野計彦1)、原田敬志1)、山崎　淳2)、田中浩人2)

1)名古屋大学医学部眼科、2)小牧市民病院眼科

28 脂肪塞栓症候群が疑われた一症例 小出千鶴、小松　仁、森　茂
日本大学板橋病院眼科

29 アルゴンレーザーによる眼障害の一例 久保朗子、環　龍太郎、北原　健二
東京慈恵会医科大学眼科

30 特異な経過を示した穿孔性眼外傷の一例 新城光宏、久保町子
市立静岡病院眼科

31 当院に於ける外傷眼硝子体手術例についての2～3の考察 広瀬浩士、長坂智子、野々村佳代子、町田崇史、笹野久美子、
河井卓哉、坂　寛子、安藤文隆
国立名古屋病院眼科
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